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[1a] 
東京にやってきた高校生のカップル。受験の前日、息抜

きに二人は展示会を訪れた。そこでは、初めてみるイン

スタレーション。教科書で見たことがある絵画。同じも

のを見て感動したり、または異なる反応をする。それは

、期待以上の体験だった。同じ時間を共有することで、

二人のつながりは深まった。

[1c] 
夏休みの後半になって時間のない中学

生が、宿題(絵を描く)の作品をつくる
ために参考になる作品を求めて美術館

に来たら、期待以上の作品ができて達

成感を得ることができた

[2d] 
服飾関係を目指す学生が本物の作品に

触れることにより、時代と空間を超え

た価値観に触れる。若い内に本物と触

れ合うこの体験により、未来を切り拓

くきっかけとなった。

デート

展覧会

休憩

インスタレー

ション

LINEスタンプ

つながり

期待通り

期待以上

遠方からの 高校生

[1b] 
多忙で授業のアップデートができていない

教師。自分の専門分野に関連したテーマに

沿ってキュレーションされた美術館のライ

ブラリーを利用することで、他者の視点か

らの解釈をインプットでき、授業（仕事）

で学生に新しい視点の学びを届けられる。

時間がない 教師 仕事

ライブラリー

カフェ/レスト
ラン

学び

いい時間

期待以上

時間がない 中学生 制作 作品

達成感

[2a] 
嗅覚のない高校生が一人で暇つぶしに美術館のライブラリーに訪れ

た。普段目にできない大型の本や、アートの本、造形物に触れた。

人の五感のうちのひとつがなく、マイノリティ感を感じていた多感

な高校生が、視覚・触覚が人と感じ方が違うかもしれないことに気

づいた。アートと触れ合うことにより、自分の新しい可能性に気づ

く場所となった。ライブラリーは気軽に行って良い場所というアピ

ールをすることにより、人の交流が生まれるようになった。

嗅げない 高校生 暇つぶし

ライブラリー

発見
本

[2b] 
旅行などで遠方から美術展に訪れた女性が

、食事を絡めたオープニングレセプション

に参加する。作者や関係者の話を交えて展

覧会を閲覧することによって、作品の背景

を知ることができ、満足感を得、仕事など

の活動のやる気に繋がる

遠方からの 女性 社交

展覧会

やる気

レセプション

[2c] 
子どもたちは思ったり感じたことを大人に

伝えたくてたまらない！「喋ってOKな日
や時間」を作ることにより、子どもたちも

自由に作品を鑑賞でき、大人も子どもたち

の視点から作品を感じられる。多感な子ど

もたちにこそ、作品を観て欲しい！

喋れない 子供達 鑑賞 展示室 わいわい

触れない 学生 制作 作品 確信

[2e] 
美術館は「静かにしなけばならない」「絵

が飾られているだけ」という固定概念があ

る。新しい美術館の使い方や、こんなのも

ありだよ！という情報を手軽に受け取れる

ことにより、新しい価値観が生まれ、人々

に喜びを与えることとなる。

知らない 日本人 情報 よろこび

[2f] 
美術館は敷居が高いと思っていた

中学生が、自身が興味のあるコン

テンツの展示であることによって

敷居が低く感じるようになった。

敷居が高いと

感じている
中学生 遊び

美術館

期待以上

コンテンツ

[3a] 
外国から日本の美術館を訪れ、作品の背景

を感じられる食事に行く。食事まで含めて

展示の一つ。昔のパンはかたかったんだけ

ど牛乳でやわらかくなる! なぜ牛乳とパ
ンがセットなのかわかった!!

文字を読めな

い
食事

カフェ/レスト
ラン

セレンディピ

ティ
外国人 食べ物

解説

静かにしてい

られない

小学生

乳幼児

鑑賞

展示室

よろこび

[3b] 
「作品を観ながらお話して良い日」があり、親子連れで

美術館へ行った。思ったことをその場で伝えられる子ど

もたち、子どもたちの豊かな感性に新しい発見をする大

人、両者にとってアートに触れる喜びをわかちあえる場

となった。美術館は敷居が高い、というイメージが、子

どもの頃から行くことで、親しみやすい場所となる。

作品

[3c] 
都市部には良い美術館がたくさんある。地方の田舎町で育った私に

とって美術館は遠い存在で、美術作品に触れる機会はほとんど無か

った。美術作品のデータ化によって、場所・距離関係なく作品を楽

しむことが出来るようになる。中高生という多感な時期に芸術作品

と出会うことが出来たらきっと人生が豊かになる。とは言え美術館

の入館料はお小遣いの少ない学生にはハードルが高い。(鑑賞のため
だけのお金...と思うとなおさら) 地方の貧乏中高生でも、作品と出
会えるカフェがあったらいいな。

食事

カフェ/レスト
ラン

セレンディピ

ティ
中高生田舎住まいの 作品情報

展覧会情報

作品
美術館に興味

がない
男性 デート

（食事）
出会い

[3d] 
美術館に興味の男性だったが、デートで食事している時に店内に飾

られている絵に興味をもった。でも誰の絵とか、何ていう作品なの

かも知らないし、調べようともしなかった。しかし、食事を数回重

ねていくうちに、やっぱり気になって来て、レストランスタッフに

、誰の絵か聞いてしまう。すると、どうやら近所の美術館に展示さ

れていることもわかり、美術館に足を運び、帰りにミュージアムシ

ョップでその作品の絵葉書を買ってしまった。誰に出す葉書でもな

いのに。とかいう話があるといいよね！

絵葉書

カフェ/レスト
ラン

キャプション時間がない 旅行者 デート いい思い出

[4a] 
旅行の合間に美術館に立ち寄ったカップルが、何となし

に見ていた作品のキャプションにQRコードを見つけた。
LINEの友達登録に促された先でより詳細な絵の背景を知
ることができたし、旅行から帰った後にも、その絵が今

どこで展示されているかの通知があり、偶然近くに来て

いることを知る。再度見る機会に恵まれ、旅行の楽しか

った記憶もまた蘇ってきた。

[4c] 
学芸員が時間がない中で作らなければいけ

ない作品リスト。美術品のAPIを使って作
品が描かれた時代背景や影響を受けた作家

などを調べるなかで、新しい関連性を知り

やる気がでる。さらには作品の再評価につ

ながる。

[4b] 
妻に子供の世話を頼まれた男性が、趣味の美術

鑑賞のために子供を連れて美術館に訪れた。キ

ッズ・スペースが充実しており、託児も可能な

ためゆったりと作品を鑑賞できた。キッズ・ス

ペースは美術館ならではの作りで、子供も楽し

めたようで満足のいく時間を過ごせた。

連れから目を

離せない
男性 趣味

キッズ・スペ

ース

よろこび

展覧会

時間がない 学芸員 出品リスト制作 やる気

ストーリー

ワークショップで

実際に作られた

ストーリーのリスト

鑑賞

デジタル・ア

ーカイブ

展覧会

仕事

ライブラリー

制作

[1b] 
多忙で授業のアップデートができていない

教師。自分の専門分野に関連したテーマに

沿ってキュレーションされた美術館のライ

ブラリーを利用することで、他者の視点か

らの解釈をインプットでき、授業（仕事）

で学生に新しい視点の学びを届けられる。

[1c] 
夏休みの後半になって時間のない中学

生が、宿題(絵を描く)の作品をつくる
ために参考になる作品を求めて美術館

に来たら、期待以上の作品ができて達

成感を得ることができた

暇つぶし

[2a] 
臭覚のない高校生が一人で暇つぶしに美術館のライブラリーに訪れ

た。普段目にできない大型の本や、アートの本、造形物に触れた。

人の五感のうちのひとつがなく、マイノリティ感を感じていた多感

な高校生が、視覚・触覚が人と感じ方が違うかもしれないことに気

づいた。アートと触れ合うことにより、自分の新しい可能性に気づ

く場所となった。ライブラリーは気軽に行って良い場所というアピ

ールをすることにより、人の交流が生まれるようになった。

食事

展覧会

鑑賞

展示室

[2c] 
子どもたちは思ったり感じたことを大人に

伝えたくてたまらない！「喋ってOKな日
や時間」を作ることにより、子どもたちも

自由に作品を鑑賞でき、大人も子どもたち

の視点から作品を感じられる。多感な子ど

もたちにこそ、作品を観て欲しい！

[2d] 
服飾関係を目指す学生が本物の作品に

触れることにより、時代と空間を超え

た価値観に触れる。若い内に本物と触

れ合うこの体験により、未来を切り拓

くきっかけとなった。

遊び
[2f] 
美術館は敷居が高いと思っていた

中学生が、自身が興味のあるコン

テンツの展示であることによって

敷居が低く感じるようになった。

カフェ/レスト
ラン

[3a] 
外国から日本の美術館を訪れ、作品の背景

を感じられる食事に行く。食事まで含めて

展示の一つ。昔のパンはかたかったんだけ

ど牛乳でやわらかくなる! なぜ牛乳とパ
ンがセットなのかわかった!!

[3b] 
「作品を観ながらお話して良い日」があり、親子連れで

美術館へ行った。思ったことをその場で伝えられる子ど

もたち、子どもたちの豊かな感性に新しい発見をする大

人、両者にとってアートに触れる喜びをわかちあえる場

となった。美術館は敷居が高い、というイメージが、子

どもの頃から行くことで、親しみやすい場所となる。

[3c] 
都市部には良い美術館がたくさんある。地方の田舎町で育った私に

とって美術館は遠い存在で、美術作品に触れる機会はほとんど無か

った。美術作品のデータ化によって、場所・距離関係なく作品を楽

しむことが出来るようになる。中高生という多感な時期に芸術作品

と出会うことが出来たらきっと人生が豊かになる。とは言え美術館

の入館料はお小遣いの少ない学生にはハードルが高い。(鑑賞のため
だけのお金...と思うとなおさら) 地方の貧乏中高生でも、作品と出
会えるカフェがあったらいいな。

デート

[3d] 
美術館に興味の男性だったが、デートで食事している時に店内に飾

られている絵に興味をもった。でも誰の絵とか、何ていう作品なの

かも知らないし、調べようともしなかった。しかし、食事を数回重

ねていくうちに、やっぱり気になって来て、レストランスタッフに

、誰の絵か聞いてしまう。すると、どうやら近所の美術館に展示さ

れていることもわかり、美術館に足を運び、帰りにミュージアムシ

ョップでその作品の絵葉書を買ってしまった。誰に出す葉書でもな

いのに。とかいう話があるといいよね！

キャプション

趣味

キッズ・スペ

ース

[4b] 
妻に子供の世話を頼まれた男性が、趣味の美術

鑑賞のために子供を連れて美術館に訪れた。キ

ッズ・スペースが充実しており、託児も可能な

ためゆったりと作品を鑑賞できた。キッズ・ス

ペースは美術館ならではの作りで、子供も楽し

めたようで満足のいく時間を過ごせた。

出品リスト

[4c] 
学芸員が時間がない中で作らなければいけ

ない作品リスト。美術品のAPIを使って作
品が描かれた時代背景や影響を受けた作家

などを調べるなかで、新しい関連性を知り

やる気がでる。さらには作品の再評価につ

ながる。

[2e] 
美術館は「静かにしなけばならない」「絵

が飾られているだけ」という固定概念があ

る。新しい美術館の使い方や、こんなのも

ありだよ！という情報を手軽に受け取れる

ことにより、新しい価値観が生まれ、人々

に喜びを与えることとなる。

作品

[2b] 
旅行などで遠方から美術展に訪れた女性が

、食事を絡めたオープニングレセプション

に参加する。作者や関係者の話を交えて展

覧会を閲覧することによって、作品の背景

を知ることができ、満足感を得、仕事など

の活動のやる気に繋がる

[4a] 
旅行の合間に美術館に立ち寄ったカップルが、何となし

に見ていた作品のキャプションにQRコードを見つけた。
LINEの友達登録に促された先でより詳細な絵の背景を知
ることができたし、旅行から帰った後にも、その絵が今

どこで展示されているかの通知があり、偶然近くに来て

いることを知る。再度見る機会に恵まれ、旅行の楽しか

った記憶もまた蘇ってきた。

敷居が高いと

感じている

嗅げない

美術館に興味

がない

遠方からの

時間がない

文字を読めな

い

田舎住まいの

喋れない

静かにしてい

られない

知らない

時間がない

触れない

時間がない

時間がない

連れから目を

離せない

対象・活動・条件で分類した

ストーリー

暇つぶし

遊び

趣味

暇つぶし

遊び

趣味

食事

デート

食事

デート

カフェ/レスト
ラン

鑑賞

展覧会 展示室

キャプション 出品リスト

作品

鑑賞
キッズ・スペ

ース

制作

仕事

仕事

ライブラリー

敷居が高いと

感じている

嗅げない
美術館に興味

がない

遠方からの

時間がない
文字を読めな

い

田舎住まいの

喋れない
静かにしてい

られない
触れない

連れから目を

離せない

知らない

イベント

イベント

[2f] 
美術館は敷居が高いと思っていた

中学生が、自身が興味のあるコン

テンツの展示であることによって

敷居が低く感じるようになった。

[2a] 
臭覚のない高校生が一人で暇つぶしに美術館のライブラリーに訪れ

た。普段目にできない大型の本や、アートの本、造形物に触れた。

人の五感のうちのひとつがなく、マイノリティ感を感じていた多感

な高校生が、視覚・触覚が人と感じ方が違うかもしれないことに気

づいた。アートと触れ合うことにより、自分の新しい可能性に気づ

く場所となった。ライブラリーは気軽に行って良い場所というアピ

ールをすることにより、人の交流が生まれるようになった。

[3d] 
美術館に興味の男性だったが、デートで食事している時に店内に飾

られている絵に興味をもった。でも誰の絵とか、何ていう作品なの

かも知らないし、調べようともしなかった。しかし、食事を数回重

ねていくうちに、やっぱり気になって来て、レストランスタッフに

、誰の絵か聞いてしまう。すると、どうやら近所の美術館に展示さ

れていることもわかり、美術館に足を運び、帰りにミュージアムシ

ョップでその作品の絵葉書を買ってしまった。誰に出す葉書でもな

いのに。とかいう話があるといいよね！

[2b] 
旅行などで遠方から美術展に訪れた女性が

、食事を絡めたオープニングレセプション

に参加する。作者や関係者の話を交えて展

覧会を閲覧することによって、作品の背景

を知ることができ、満足感を得、仕事など

の活動のやる気に繋がる

[4a] 
旅行の合間に美術館に立ち寄ったカップルが、何となし

に見ていた作品のキャプションにQRコードを見つけた。
LINEの友達登録に促された先でより詳細な絵の背景を知
ることができたし、旅行から帰った後にも、その絵が今

どこで展示されているかの通知があり、偶然近くに来て

いることを知る。再度見る機会に恵まれ、旅行の楽しか

った記憶もまた蘇ってきた。

[3a] 
外国から日本の美術館を訪れ、作品の背景

を感じられる食事に行く。食事まで含めて

展示の一つ。昔のパンはかたかったんだけ

ど牛乳でやわらかくなる! なぜ牛乳とパ
ンがセットなのかわかった!!

[3c] 
都市部には良い美術館がたくさんある。地方の田舎町で育った私に

とって美術館は遠い存在で、美術作品に触れる機会はほとんど無か

った。美術作品のデータ化によって、場所・距離関係なく作品を楽

しむことが出来るようになる。中高生という多感な時期に芸術作品

と出会うことが出来たらきっと人生が豊かになる。とは言え美術館

の入館料はお小遣いの少ない学生にはハードルが高い。(鑑賞のため
だけのお金...と思うとなおさら) 地方の貧乏中高生でも、作品と出
会えるカフェがあったらいいな。

[2c] 
子どもたちは思ったり感じたことを大人に

伝えたくてたまらない！「喋ってOKな日
や時間」を作ることにより、子どもたちも

自由に作品を鑑賞でき、大人も子どもたち

の視点から作品を感じられる。多感な子ど

もたちにこそ、作品を観て欲しい！

[3b] 
「作品を観ながらお話して良い日」があり、親子連れで

美術館へ行った。思ったことをその場で伝えられる子ど

もたち、子どもたちの豊かな感性に新しい発見をする大

人、両者にとってアートに触れる喜びをわかちあえる場

となった。美術館は敷居が高い、というイメージが、子

どもの頃から行くことで、親しみやすい場所となる。

[2e] 
美術館は「静かにしなけばならない」「絵

が飾られているだけ」という固定概念があ

る。新しい美術館の使い方や、こんなのも

ありだよ！という情報を手軽に受け取れる

ことにより、新しい価値観が生まれ、人々

に喜びを与えることとなる。

[4b] 
妻に子供の世話を頼まれた男性が、趣味の美術

鑑賞のために子供を連れて美術館に訪れた。キ

ッズ・スペースが充実しており、託児も可能な

ためゆったりと作品を鑑賞できた。キッズ・ス

ペースは美術館ならではの作りで、子供も楽し

めたようで満足のいく時間を過ごせた。

[1c] 
夏休みの後半になって時間のない中学

生が、宿題(絵を描く)の作品をつくる
ために参考になる作品を求めて美術館

に来たら、期待以上の作品ができて達

成感を得ることができた

[2d] 
服飾関係を目指す学生が本物の作品に

触れることにより、時代と空間を超え

た価値観に触れる。若い内に本物と触

れ合うこの体験により、未来を切り拓

くきっかけとなった。

[4c] 
学芸員が時間がない中で作らなければいけ

ない作品リスト。美術品のAPIを使って作
品が描かれた時代背景や影響を受けた作家

などを調べるなかで、新しい関連性を知り

やる気がでる。さらには作品の再評価につ

ながる。

[1b] 
多忙で授業のアップデートができていない

教師。自分の専門分野に関連したテーマに

沿ってキュレーションされた美術館のライ

ブラリーを利用することで、他者の視点か

らの解釈をインプットでき、授業（仕事）

で学生に新しい視点の学びを届けられる。

条件

？

見えない

聴こえない

嗅げない

味わえない

触れない
手足が不自由

な

移動が不自由

な

トイレが不自

由な

呼吸が不自由

な

覚えられない
文字を読めな

い

言葉がわから

ない

知識がない
連れから目を

離せない

時間がない

遠方からの

お金がない

主体

？

男性

女性

性的少数者

乳幼児

小学生

中学生

高校生

学生

院生

研究者

学芸員

スタッフ

業者

作家

教師

日本人

外国人

ペット

活動

？

仕事

デート

遊び

暇つぶし

学習

研究

調査

食事

お茶

休憩

排泄

読書

散歩

制作

展示

対象

？

建物

ロビー

展示室

上映室

講堂

カフェ/レスト
ラン

ショップ

キッズ・スペ

ース

ライブラリー

展覧会

上映会

トークショー

作品

インスタレー

ション

キャプション

出品リスト

カタログ

ウェブサイト

× × ×

価値

=

美術館のカフェに入ってみたら、老舗のお

茶屋さんとコラボしたインスタレーション

があった。その作品と関係する抹茶セット

を頂いた。五感で体験するアート。解説コ

ンテンツで茶道（千利休）とアートについ

て学べた。開催中の展覧会とも関係ある内

容で、いい導入になった。

ステップ1
カードを選ぶ

ステップ2
ストーリーを考える

ステップ3
できたストーリーを保存する

？ 楽しみ

よろこび 学び

つながり

気付き

確信

爽快

いい運動

達成感

やる気

いい時間

もやもや

笑い

目の保養

発見

いい思い出

期待通り

セレンディピ

ティ

期待以上

× × × =

× × × =

× × × =

× × × =

× × × =

ひとつ空欄にして「こ

こに何が入る？」と考

えてみてください。

外国人知識がない お茶
インスタレー

ション

セレンディピ

ティ

時間と共にどう変化しますか？

1. 事前の期待
2. 真っ最中の体験
3. 直後の印象
4. しばらく経って振り返った印象

好きな言葉を書き込ん

で、新たなカードを作

ってもいいですよ。

どんな「負」の要素が

ありますか？それはど

うすれば解消できます

か？

条件 主体 活動 対象 価値

カードデッキと

テンプレート

条件 主体 活動 対象 価値

条件 主体 活動 対象 価値

活動

対象

対象 活動

条件

対象・活動で分類した

ストーリー
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